































































































































































































































































































































































よくある� 時々ある� あまりない� 全くない�
合　　計�
度数／％�
1359�
27.8
2623�
53.7
805�
16.5
95�
2.0
4882�
100
950�
19.5
2346�
48.1
1408�
28.9
172�
3.5
4876�
100
809�
16.6
2617�
53.6
1378�
28.2
78�
1.6
4882�
100
880�
18.1
2481�
50.9
1393�
28.6
117�
2.4
4871�
100
991�
20.4
1870�
38.4
1707�
35.1
302�
6.2
4870�
100
968�
19.9
2004�
41.1
1665�
34.2
235�
4.8
4872�
100
（7）クラスでの話し合いや活動の途中で生
徒が騒いだり立ち歩くなど困ったこと�
379�
7.8
1107�
22.7
1986�
40.8
1398�
28.7
4870�
100
（8）教師の努力や悩みを生徒が理解し
てくれないと感じたこと�
495�
10.2
1731�
35.5
2133�
43.8
512�
10.5
4871�
100
＜図６－２－３＞には、前半の４項目に関する結果が示されているが、図より、（１）では、生
徒数１人から３０人までの学級においては、「よくある」度合いが25%～18%内で上昇や下降を繰り
返しているが、３１人以上ではその度合いが上昇傾向に転じている。
他の（２）（３）（４）では、いずれも、生徒数１人から４０人までの学級において、概ね20%内
の範囲で上昇や下降を繰り返している。
図６－２－４　担当学級の運営や生徒指導　その２（移動平均法）
＜図６ー２ー４＞によって後半の４項目に関する結果をみると、いずれも、生徒数１人から４０
人までの学級において類似の状況がみられる。すなわち、（５）は0%～25%の範囲内で、（６）は
3%～24%の範囲内で、（７）は0%～11%の範囲内で、（８）は0%～13%の範囲内で、ともに上昇や
下降を繰り返している。
６－３ 考察
以上、小学校教員及び中学校教員の生徒指導の実態として、それぞれ「学級の児童・生徒の実態
把握」及び「学級の運営や生活・生徒指導」の実態に関する調査結果を検討してきた。それらを総
括すれば、まず、「学級の児童・生徒の実態把握」に関する５項目については、小・中学校教員と
もに、全体的に、いずれの項目に関しても共通した児童・生徒の実態把握の状況にある。また、と
りわけ、小学校教員では、（１）を除く他の４項目に関して、いずれも、児童数２７人以上になる
と苦労する度合いが上昇する傾向がみられる。
他方、「学級の運営や生活・生徒指導」に関する８項目については、概して中学校教員の方がよ
り悩みや問題を感じるケースが多い。しかし、それにもかかわらず、小・中学校教員は、どの規模
の学級を担任しようと、ともに類似した指導の実態にある。
このようなところから、小学校及び中学校教員は、ともに、苦労しながらも生活・生徒指導上の
諸問題に対して共通した類似の取り組みの実態にあるといえよう。児童・生徒の生活・生徒指導の
ためにははたしてどのくらいの学級規模（＝生活集団）が適正であるかをめぐっては、今後の実験
的な取り組みや研究を期待したい。
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